
報弘

号

年

第

平

千

颯
々
と
薫
風
わ
た
る
五
月
十

一
日
、

西
多
摩
霊
園
の
玄
関
に

「吟
楽
の
碑
」

が
建
立
除
幕
さ
れ
た
。
正
面
左
に
吟
魂

碑
、
右
に
吟
楽

（吟
縁
）
の
碑
で
あ
る
。

ご
遺
族
の
希
望
等
も
あ

っ
て
、
千
代

田
か
ら
は
、
既
報
の
通
り
、
三
物
故
者

が
合
祀
、
刻
印
さ
れ
た
。
式
後
宗
家
の

ご
挨
拶
の
中
に
、
吟
縁
は
限
り
な
く
永

遠
で
あ
る
と
の
言
葉
が
あ

っ
た
。

折
し
も
野
を
わ
た
る
薫
風
は
、
人
々

の
頬
を
心
地
よ
く
撫
で
、
霊
園
全
体
を

赤
く
彩
る
さ
つ
き
の
花
は
見
事
で
あ

っ

た
。
三
氏
の
思
い
出
は
皆
さ
ん
夫
々
に

会
長
　
飯
田
　
龍
鷹

あ
り
、
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

金
田

一
京
助
作

「道
の
辺
に
　
咲
く

や
こ
の
花
　
花
に
だ
に
　
縁
な
く
し
て

我
逢
う
べ
し
や
」

全
国
吟
道
大
会
で
千
代
田
は
昨
年
迄

三
年
間
会
場
係
で
奮
闘
。
今
年
は
部
署

が
変

っ
て
コ
ン
ク
ー
ル
担
当
、
趣
を
異

に
し
た
。
審
査
点
数
の
正
確
な
計
算
、

合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
順
位

。
表
彰
の
迅
速

確
定
、
表
彰
状
三
六
枚
の
作
成
と
、
大

会

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
表
彰
式
に
お
け

る
明
朗
性
、
整
々
さ
が
要
求
さ
れ
る
。

此
処
で
計
算
チ
ー
ム

（錬
水
教
場
）

は
、
大
会
史
上
初
め
て
の
テ
ク
ノ
を
用

い
た
計
算
を
展
開
。　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

ニ
機
の
登
場
に
よ

っ
て
見
事
に
責
任
を

果
た
し
、
審
査
結
果
の
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
の
デ
ー
タ
を
出
す
事
が
出
来
た
。

ま
た
、
粛
々
、
整
々
、
明
朗
の
表
彰

式
は
、
名
司
会
者

（吉
川
氏
）
の
歯
切

れ
の
よ
い
天
下

一
の
声
で
立
派
に
納
ま

っ
た
。

八
月
十

一
日
、
千
代
田
で
初
め
て
の

婦
人
部
の
集
い
が
持
た
れ
た
。
い
よ
い

よ
女
性
の
時
代
の
到
来
か
。
詩
吟
外
の

友
人
か
ら
女
性
も
詩
吟
を
や
る
の
か
と

聞
か
れ
る
。
そ
れ
は
認
識
不
足
、
日
の

醒
め
る
よ
う
な
女
性
の
吟
を
聴
い
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
年
の
全
国
大
会

の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
廿
三
組
中
、
廿
組

が
女
性
、
し
か
も
入
賞
三
組
と
も
女
性

で
あ

っ
た
。

さ
て
、
か
ね
て
よ
り
感
ず
る
の
は
、

吟
詠
の
女
性
の
話
は
明
る
く
爽
や
か
で

あ
り
、
本
部
役
員
の
女
性
方
、
各
会
の

女
性
も
立
派
に
素
敵
な
話
を
さ
れ
る
事
。

そ
れ
は
話
し
言
葉
が
明
瞭
、
吟
で
鍛

え
た
母
音
の
奇
麗
な
声
が
、
大
勢
の
前

で
も
隅
々
ま
で
通
る
美
し
い
声
だ
か
ら

だ
。
人
々
に

「私
も
詩
吟
を
や

っ
て
、

日
頃
あ
ん
な
奇
麗
な
声
を
出
し
て
み
た

い
」
と
思
わ
せ
る
事
は
、
世
の
為
、
人

の
為
で
も
あ
る
。

岳 精 流 日 本 吟 院

吟
縁

・
テ
ク
ノ

・
美
吟

ハ
ム

成

代  田

3

岳  精

岳
精
流
日
本
吟
院
全
国
吟
道
大
会

青
空
の
下
、
岳
精
流
日
本
吟
院
の
全

国
吟
道
大
会
は
、
二
千
人
近
い
会
員
の

熱
気
で
溢
れ
ん
ば
か
り
で
し
た
。

ご
高
齢
の
宗
家
は
、
ご
挨
拶
で
吟

ヘ

の
想
い
、
吟
縁

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

千
代
田
全
員
の
迫
力
溢
れ
る
合
吟
は
、

会
長
先
導
で
項
籍
作

「
核
下
の
歌
」

大
会
の
華
、
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
は
廿

三
の
代
表
に
よ
り
競
わ
れ
、
千
代
田
は

広
瀬
淡
窓
作

「西
教
寺
を
訪
う
」
で
大

健
闘
で
し
た
が
、
出
場
チ
ー
ム
の
レ
ベ

ル
は
高
く
、
優
勝

「大
村
」
、
準
優
勝

「
三
河
」
、
三
位

「天
童
王
将
」
と
女

性
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占
、
残
念
な
が

ら
入
賞
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は

コ
ン
ク
ー
ル
担
当
と
し
て
事

前
準
備
、
当
日
の
進
行
、
伴
奏
、
採
点

の
集
計
、
表
彰
式
を
分
担
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
錬
水
教
場
の
担
当
で
初

め
て
集
計
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
、
迅
速

か
つ
正
確
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

幼
少
年
の
清
冽
な
、
寿
栄
の
若
々
し

い
、

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
の
堂
々
と
し

た
吟
詠
、
本
部
の
先
生
方
、
各
会
長
、

支
部
長
の
方
々
の
格
調
高
く
風
雅
な
吟
、

そ
れ
ぞ
れ
感
銘
深
い
も
の
で
し
た
。

特
別
番
組

「生
誕
千
三
百
年
詩
仙
李

白
を
詠
う
」
は
李
自
の
傑
作
を
心
ゆ
く

ま
で
堪
能
出
来
た
楽
し
い
企
画
で
し
た
。

宗
家
、
宗
嗣
、
高
段
の
先
生
方
の
吟

を
緊
張
し
て
拝
聴
す
る
中
に
、
詩
舞
、

秩
父
音
頭
、
東
京
音
頭
等
カ
ラ
フ
ル
な

舞
台
が
あ
り
、
ホ
ッ
と

一
息

つ
け
る
感

じ
で
し
た
。
全
員
合
吟

「富
士
山
」
で

終
了
。
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
ま
た

来
年
元
気
に
再
会
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
に
溢
れ
る
全
国
の
熱
気
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東
陽
町
教
場
開
設
十
周
年
記
念
温
習
会

今
年
二
月
、
日
出
度
く
十
周
年
を
迎

え
た
東
陽
町
教
場
は
、
五
月
九
日
中
野

ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
司
会

・
進
行
ま
で
全
て
会
員

の
手
造
り
の
記

念
温
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
部
よ
り
横
山
精
真
宗
嗣
、

渡
　
精
華
副
幹
事
長
両
先
生
を
は
じ
め

多
く
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
吟
友
達
も
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
、
豪
華
絢
爛
な
吟
詠

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
教
場
長
を
勇
退
さ

れ
た
磯
田
副
会
長

へ
の
花
東
贈
呈
で
、

教
え
子
で
初
の
準
師
範
花
山
桜
山
さ
ん

よ
り
手
渡
さ
れ
、
吟
楽
こ
こ
に
極
ま
っ

た
最
高
の
笑
顔
で
し
た
。

礼
辞
　
　
副
教
場
長
　
武
田
　
弘
泉

五
月
九
日
、
中
野
ゼ

ロ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
当
教
場
開
設
十
周
年
記
念
温
習
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
宗

嗣
横
山
精
真
先
生
、
副
幹
事
長
渡
　
精

華
先
生
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
ご
来

賓

・
吟
友
に
参
加
し
て
頂
き
、
当
教
場

の
会
員
を
加
え
て
出
席
者
総
数
は
六
十

七
名
に
上
り
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
多
忙
に
も
拘
ら

ず
ご
出
席
下
さ
り
、
十
周
年
を
素
晴
ら

し
い
吟
で
祝

っ
て
下
さ

っ
た
皆
様
に
、

改
め
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

温
習
会
で
は
、
参
加
者
の
独
吟
披
露

の
間
に

「教
場
思
い
出
の
詩
」
と
し
て

次
の
四
題
を
は
さ
み
、
こ
れ
を
全
員
で

合
吟
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
等

の
四
題
は
、
当
教
場
十
年
の
歩
み
の
中

で
特
に
印
象
に
残
る
詩
で
、
出
席
の
皆

様
が
こ
れ
ら
の
合
吟
に
参
加
さ
れ
る
こ

と
で
当
教
場

へ
の
ご
理
解
が
深
め
ら
れ

る

一
助
に
な
れ
ば
と
の
願
い
を
込
め
て

選
定
し
た
も
の
で
す
。

①

桑
乾
を
度
る
　
　
　
　
買
　
島

転
勤
に
次
ぐ
転
勤

―

共
歓
共
苦
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
偲
ん
で
‥
‥

②

仲
秋
の
月
　
　
　
　
　
蘇
　
戟

今
は
亡
き
今
橋
麗
泉
が
こ
よ
な
く
愛

し
た
詩
、
素
敵
な
声
だ

っ
た
…
…

③

用
珊
劃
「
引
引
洲
潤
刹

母
を
亡
く
し
た
あ
る
少
年
の
作

千
代
田
岳
精
会
発
足
記
念
大
会
で
東

陽
町
教
場
全
員
で
合
吟
。
し
み
じ
み

と
情
感
を
込
め
て
―
好
評
だ

っ
た
…

④

凋
＝
「
劇
引
刻
引
利
団

武
者
小
路
　
実
篤

教
場
開
設
初
日
の
吟
題
。
初
心
忘
る

べ
か
ら
ず

―

「歩
い
て
ゆ
け
な
け
れ

ば
這

っ
て
で
も
行
こ
う
」
‥
‥

本
年
の
当
教
場
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「吟
友
と
楽
し
く
、
吟
友
を
増
や
そ
う
」

で
す
。
こ
の
温
習
会
を
飛
躍
台
と
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
明
る
く
伸
び
ゆ
く
教
場

の
実
現
を
目
指
し
て
努
力
を
重
ね
て
行

く
所
存
で
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
お
力

添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

清
水
教
場
が
老
人
ホ
ー
ム
慰
問

詩
吟
を

一
般
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
清
水

教
場
の
老
人
ホ
ー
ム
慰
間
が
行
な
わ
れ
、

戦
後
の
復
興
を
支
え
て
来
た
年
代
の
方

々
に
、
大
変
喜
ん
で
頂
け
ま
し
た
。

清
水
教
場
の
皆
さ
ん
は
、
果
た
し
て

お
客
様
が
集
ま

っ
て
下
さ
る
か
と
不
安

が
あ

っ
た
様
で
、
そ
の
結
果
、
剣
詩
舞

が
加
わ

っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
貴
重
な

体
験
に
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く
検

討
し
、
詩
吟
十
何
か
の
型
を
模
索
し
て
、

出
演
し
や
す
く
す
る
事
を
加
え
る
こ
と

が
、
今
後
に
繋
ぐ
為
に
も
必
要
だ
と
思

う
と
、
感
想
を
承
わ
り
ま
し
た
。

飯
田
会
長
が
か
ね
て
よ
り
提
唱
の
外

部
と
の
接
点
の
拡
大
と
し
て
、
千
代
田

岳
精
会
が
今
後
取
組
む
意
義
の
あ
る
指

標
と
思
わ
れ
ま
す
。

清
水
副
教
場
長
　
大
槻
　
鉾
泉

六
月
二
十
七
日
、
清
水
教
場
有
志
十

一
名
は
剣
詩
舞
宗
家
小
林
玲
舟
先
生
の

ご
協
力
を
得
て
、
油
壺
の
有
料
老
人
ホ

ー
ム

「
ビ
バ
リ
ー
コ
ー
ト
油
壺
」
で
慰

間
演
奏
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
清
水
建
設
グ
ル
ー
プ

が
維
持
運
営
を
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム

で
、
六
十
歳
以
上
の
方
々
が
入
居
さ
れ

て
い
ま
す
。

前
々
か
ら
飯
田
会
長
が

「詩
吟
を
拡

め
る
に
は
外
に
出
て
、
大
衆
と
の
接
点

を
持

つ
こ
と
が
大
事
で
、
老
人
ホ
ー
ム

等
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
て
は
ど
う
か
」

と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
偶

々
酒
席
で
ビ
バ
リ
ー
油
壺
に
詩
吟
の
慰

間
訪
間
を
し
た
ら
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

詩
吟
に
剣
詩
舞
が
加
わ
れ
ば
、
よ
り
喜

ば
れ
る
だ
ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
、

忽
ち
こ
の
案
が
決

っ
た
の
で
す
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
何
と
言

っ
て

も
間
く
方
の
興
味
を
惹
く
も
の
に
し
た

い
と
考
え
、
漢
詩
ば
か
り
で
な
く
、
今

様
、
俳
句
も
入
れ
硬
軟
両
用
の
選
択
を

し
ま
し
た
。
又
吟
者
が
精

一
杯
吟
ず
る

事
に
よ

っ
て
聴
く
方
は
感
動
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、
吟
者
の
最
も
得
意
と
す
る

吟
を
選
び
ま
し
た
。
更
に
華
や
か
な
詩

舞
剣
舞
が
加
わ

っ
て
約
四
十
名
の
お
客

様
は
初
め
か
ら
最
後
ま
で
七
十
分
、
興

味
深
く
盛
大
な
拍
手
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

勿
論
座
を
立

つ
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
が
終

っ
て
か
ら
、
二
、
三
の
人
に

聞
き
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
の
と
て
も
力

強
い
吟
を
聞
き
、
元
気
が
湧
い
た
と
の

感
謝
の
言
葉
で
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
企
画
を
他
の

「ビ
バ

リ
ー
コ
ー
ト
」
等
に
も
展
開
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
吟
を
自
分
た
ち
の
も
の
と

し
て
楽
し
む
と
同
時
に
、
他
人
も
楽
し

ま
せ
る
為
。
ま
た
、
会
員
が
増
え
る
よ

う
に
、
そ
の
他
の
場
所
で
の
働
き
か
け

を
す
る
事
も
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か

と
思

っ
た
次
第
で
す
。

華
や
か
な
祝
吟
で
大
盛
会

吟
と
舞
い
に
大
き
な
拍
手
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第

一
回
婦
人
部
研
修
会

男
性
社
会
と
い
わ
れ
る
千
代
田
で
、

初
め
て
行
な
わ
れ
た
婦
人
部
研
修
会
は
、

本
部
よ
り
渡
　
精
華
副
幹
事
長
、
前
澤

龍
淳
婦
人
部
部
長
、
古
城
龍
幸
婦
人
部

副
部
長
他
の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
八

月
十

一
日
中
野
ゼ

ロ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
婦
人
部
の
発
展
を
期
待
し
た
各

教
場
よ
り
応
援
の
男
子
が
続
々
と
つ
め

か
け
、
七
十
名
を
越
え
る
会
場
の
半
数

以
上
は
赤
い
ネ
ク
タ
イ
。

渡
先
生
、
飯
田
会
長
の
指
導
吟
は
懇

切
で
楽
し
く
、
各
教
場
よ
り
男
女

一
名

ず
つ
が
吟
詠
指
導
を
頂
い
た
。

各
教
場
の
代
表
吟
詠
で
盛
り
上
が
り
、

ご
来
賓
の
方
々
の
品
格
溢
れ
る
高
度
な

吟
詠
を
拝
聴
し
て
、
意
義
あ
る
第

一
回

婦
人
部
研
修
会
は
終
り
と
な
り
、
菅
原

婦
人
部
門
リ
ー
ダ
ー
よ
り
、
開
催
に
あ

た
り
ご
支
援
を
頂
き
、
来
場
下
さ

っ
た

来
賓
の
方
々
に
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、
諸

手
配
、
準
備
設
営
に
協
力
の
男
子
吟
友

一
人

一
人

へ
の
謝
辞
で
閉
幕
し
た
。

特
に
、
全
国
大
会
で
も
大
活
躍
の
錬

水
教
場
が
、
得
意
の
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た

映
像
を
使

っ
て
の
演
出
は
見
事
だ

っ
た
。

会
場
を
移
し
て
の
懇
親
会
は
、
太
田

婦
人
部
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
司
会
で
前
澤

先
生
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、
今
研
修
会

の
成
功
に
粉
骨
砕
身
の
婦
人
部
幹
部
の

方
々
を
慰
労
し
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
、

全
員
が
満
ち
足
り
て
お
開
き
と
な

っ
た
。

全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
神
奈
川
県
大
会

渋
谷
辰
泉
氏

（東
陽
町
）
入
賞
！

地
区
予
選
を
見
事
突
破
し
、
五
月
甘

日
の
県
大
会
に
出
場
の
方
々
の
内
、　
一

般
三
部
で
昨
年
に
続
き
予
選
ク
リ
ア
の

渋
谷
辰
泉
氏
が
実
力
を
十
分
に
発
揮
し

初
入
賞
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
川
崎
地
区

予
選
に
出
場
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
遊
佐
　
梅
泉

四
月
甘
九
日
、
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー

ル
神
奈
川
県
大
会
の
地
区
予
選
が
川
崎

市
総
合
自
治
会
館
で
行
な
わ
れ
、
私
は

飯
田
会
長
の
お
勧
め
に
よ
り
、
初
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
浴
し
た
。

七
十
歳
以
上
九
四
名
が
出
場
す
る

一

般
三
部
に
出
場
し
た
が
、
予
選
通
過
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
ず
誠
に
懸
愧
に
堪

え
ま
せ
ん
。
会
長
の
特
訓
、
鈴
木
先
生

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
或
程
度
自
信
を
持

っ
て
臨
ん
だ
も
の
の
、
初
め
て
の
出
場

場
で
コ
チ
コ
チ
に
固
く
な
り
意
図
し
た

吟
が
出
来
な
か

っ
た
。

特
に
音
程
が
狂

っ
た
こ
と
、
自
然
の

声
が
出
な
か

っ
た
こ
と
等
で
吟
の
味
を

出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
減
点
が
多
か

っ

た
為
で
あ
る
と
納
得
し
て
い
る
。
そ
の

第

一
の
原
因
は
、
詩
の
意
味
が
充
分
理

解
で
き
な
い
ま
ま
暗
譜
を
主
体
に
練
習

し
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

明
年
は
今
年
の
轍
を
踏
む
こ
と
の
な

い
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
う
。

当
教
場
か
ら
は
六
名
が
出
場
し
た
が
、

二
部
で
城
戸
さ
ん
、
三
部
で
中
川
さ
ん

が
予
選
を
突
破
し
県
大
会
に
駒
を
進
め

ら
れ
た
。
慶
び
に
堪
え
な
い
。
ご
健
闘

を
祈
る
や
切
。

全
国
吟
道
大
会
に
参
加
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
一局
橋
　
健

一

今
年
入
会
の
新
人
が
流
統
最
高
の
年

一
度
の

「全
国
吟
道
大
会
」
に
初
め
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
参
加
者
の
多
さ
に

驚
き
、
自
分
が
合
吟
の
輸
に
入
れ
る
か
、

不
安
は
あ

っ
た
が
何
と
か
大
き
な
声
を

出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

第
六
部
特
別
番
組

「生
誕
千
三
百
年
、

李
白
を
詠
う
」
で
は
、
不
遇
な
う
ち
に

豪
放
に
生
き
、
六
十
二
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
の
李
自
の
心
情
に
溢
れ
た
詩
文
、

吟
を
拝
聴
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
、

「詩
吟
」
の
奥
深
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
励
ん

で
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

丸
の
内
第
二
教
場
　
八
日
　
　
豊

全
国
吟
道
大
会
で
二
年
振
り
に
行
わ

れ
た
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
は
甘
三
の
代
表

が
日
頃
鍛
え
た
吟
を
競

っ
た
。
広
瀬
淡

窓
作

「
西
教
寺
を
訪
う
」
で
挑
戦
し
た

吟
は
仲
良
く
美
し
く

十
名
に
、
吟
歴
二
年
余
り
の
私
も
連
な

っ
た
が
、
当
然
入
賞
に
は
届
か
な
か

っ

た
。
上
位
入
賞
は
全
て
女
子
、
八
本
の

高
さ
、
十
人
の
節
調
、
止
め
の
調
和
が

素
晴
ら
し
い
だ
け
で
な
く
、
姿
勢
、
歩

き
方
、
視
線
、
手
の
動
き
、
着
物
の
着

付
け
、
全
て
に
稟
と
し
た
品
格
が
感
じ

ら
れ
我
々
と
は
隔
た
り
が
あ

っ
た
。

普
段
の
練
習
で
、　
一
つ

一
つ
を
積
み

重
ね
て
、
は
じ
め
て
身
に
付
く
も
の
だ

ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
を
終
え
て

丸
の
内
第

一
教
場
　
魚
井
　
啓
山

毎
年
、
千
代
田
岳
精
会
が
大
会
運
営

の
手
伝
い
を
し
て
い
る
の
は
知

っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
は

コ
ン
ク
ー
ル
運
営
係

で
、
私

の
様
な
者
で
も
何
か
の
お
役
に

立
て
ば
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
井
手

先
生
よ
り
、
入
賞
者

へ
の
連
絡
呼
び
出

し
係
を
仰
せ
つ
か

っ
た
。
運
営
控
室
で

説
明
を
受
け
、
十
五
時
過
ぎ
に

コ
ン
ク

ー
ル
審
査
結
果
が
決
定
し
た
の
で
、
そ

の
旨
を
伝
え
に
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。

優
勝
チ
ー
ム
に
連
絡
で
あ
る
、

「大

村
岳
精
会
」
座
席
表
を
手
に
間
違

っ
て

は
い
け
な
い
の
で
本
当
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
に
は
宗
家
よ
り
表
彰
状

が
、
宗
嗣
始
め
諸
先
生
よ
り
金
メ
ダ
ル

が
授
与
さ
れ
る
の
で
出
場
者
全
員
壇
上

に
上
が

っ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
お
伝
え

し
た
が
、
遠
方
ゆ
え
す
で
に
三
名
は
帰

っ
て
し
ま

っ
た
と
の
返
事
に
、
ど
の
よ
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う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
運
営
控
室

と
何
度
も
往
復
し
ま
し
た
が
、
吉
川
先

生
は
じ
め
諸
先
生
方
の
ご
助
力
で
何
と

か
役
目
を
終
え
安
堵
し
ま
し
た
。

私
は
十
数
年
前
に
入
会
し
た
の
で
す

が
、
仕
事
の
都
合
で
休
み
が
多
く
、
今

年
初
め
て
合
吟

「咳
下
の
歌
」
の
仲
間

入
り
し
て
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。
我
な

が
ら
未
熟
を
痛
感
し
な
が
ら
も
充
実
し

た

一
日
で
し
た
。

折
角
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
会
に
入
会

【私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
五

丸
の
内
第

一
副
教
場
長
　
大
熊
　
清
風

春

夜

蘇

戟

春
宵

一
刻
直
千
金
　
花
清
香
有
月
陰
有

歌
管
楼
台
声
細
細
　
職
軽
院
落
夜
沈
沈

思
え
ば
昭
和
六
二
年
九
月
、
千
代
田

教
場
と
し
て
初
め
て
川
崎
の
総
本
部
で

の
昇
伝
審
査
会

へ
、
様
子
も
わ
か
ら
ず

言
わ
れ
る
ま

ゝ
緊
張
の
思
い
で
出
席
し
、

吟
じ
た
絶
句
が
、
こ
の

「
春
夜
」
で
、

当
時
の
こ
と
が
な

っ
か
し
く
記
憶
に
鮮

明
に
残

っ
て
い
ま
す
。

入
会
し
て
巡
り
会
え
た
好
き
な
吟
の

一
つ
で
、
翌
年

の
二
段
昇
段
審
査
や
温

習
会
は
じ
め
各
発
表
会
に
は
暫
く
こ
れ

ば
か
り
を
吟
じ
、
私
の
吟
詠
生
活
の
中

で
忘
れ
得
な
い
漢
詩
で
す
。

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
更
に
練

習
に
励
み
会
員
の
方
々
と
楽
し
く
詠

っ

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
印
象
記

神
田
教
場
　
福
島
　
赳
山

（本
部
広
報
部
長
）

近
年
、
全
国
大
会
当
日
は
終
日

「
二

足
の
わ
ら
じ
」
で
テ
ン
テ
コ
舞
い
で
あ

る
。
六
月
廿
四
日
の
大
会
は
、
出
吟
の

前
後
は
専
ら
写
真
撮
影
に
専
念
し
た
。

作
者
の
蘇
拭
は
北
宋
時
代
の
名
詩
人
。

四
季
折
々
そ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
こ
の
詩
の

「春
の
夜
」
の
な

ん
と
も
言
わ
れ
な
い
ム
ー
ド
を
漂
わ
せ

静
か
で
甘
美
な
情
景
が
目
に
浮
か
ん
で

く
る
上
品
な
詩
と
言
え
ま
す
。

特
に
起
句
の

「春
宵

一
刻
直
千
金
」

は
、
ほ
ん
の
僅
か
な
時
間

（
一
刻
と
は

十
五
分
間
）
で
も
千
金
の
値
打
が
あ
る

と
は
素
晴
ら
し
い
表
現
で
す
。

又
、
め
り
は
り
の
あ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
節
調
で
よ
く
詩
情
を
出
す
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
吟
じ
易
い
詩

だ
と
思
い
ま
す
。

尚
、
第

一
回
の
昇
伝
審
査
を
受
け
た

年
度
は
、
本
部
よ
り
、
我
が
千
代
田
岳

精
会
が
正
式
に
教
場
と
し
て
認
知
さ
れ

た
年
に
当
り

（昭
和
六
二
年

一
月

一
日

付
）
あ
れ
か
ら
早
や
十
四
年
と
な
り
、

こ
の
拙
文
を
書
き
な
が
ら
感
無
量
の
思

い
で
あ
り
ま
ナ
。

千
代
田
岳
精
会
の
合
吟

「咳
下
の
歌

が
終

っ
た
直
後
に
、
す
ぐ
羽
織
袴
姿
に
、

昼
食
後
、
式
典
に
参
列
、
こ
れ
は
二
年

ぶ
り
だ

っ
た
。
そ
の
あ
と
時
間
を
み
て

本
部
役
員
吟
詠

「中
庸
」
の
練
習

へ
。

出
吟
の
あ
と
ス
ラ
イ
ド
構
成
吟
の
撮

影
に
取
組
ん
だ
が
、
途
中
で
電
池
不
足

に
な

っ
た
り
で
、
写
真
は
不
満
足
の
で

き
に
終

っ
て
し
ま

っ
た
。
た
だ
合
吟

コ

ン
ク
ー
ル
の
撮
影
で
は
、　
一
位
、
二
位
、

入
賞
チ
ー
ム
は
逃
さ
ず
良
く
撮
れ
て
い

た
。
ま
た
成
績
発
表
、
賞
状
、
賞
品
授

与
は
吉
川
鍾
風
さ
ん
の
司
会

・
リ
ー
ド

が
よ
く
、
舞
台
上
の
写
真
撮
影
は
、
あ

わ
て
ず

ス
ム
ー
ス
に
や
れ
た
。

後
日
談
。
宗
家
が
賞
状

・
賞
品
授
与

の
時
の
司
会

・
進
行
を
し
た
人
は
、
ど

ん
な
方
と
尋
ね
ら
れ
た
。
良
い
印
象
が

強
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
岡
目
八
日

に
み
て
も
、
千
代
田
は
来
年
も

コ
ン
ク

ー
ル
担
当
が
決

っ
た
…
と
受
け
と
れ
た
。

神
田
教
場
の
最
長
老
九
三
歳
の
粕

川
さ
ん
の
紹
介
で
、
去
る
五
月
入
会

妻
子
は
前
橋
市
に
在
住
さ
れ
て
お
り

都
内
で
単
身
赴
任
生
活
中
。
入
会
以

来
ほ
と
ん
ど
皆
勤
で
吟
の
練
習
も
熱

心
、
人
柄
も
明
る
い
タ
イ
プ
で
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
丸
ノ
内
女
子
教
場

板
橋
　
和
子
さ
ん

（七
月
入
会
）

昨
年
十
二
月
急
逝
さ
れ
た
清
水
教

場
の
板
橋
證
介
様
の
奥
様
で
す
。

岳
精
流
日
本
吟
院
の
吟
楽
碑
の
建

立
除
幕
式
に
出
席
。
宗
家
の
お
話
に

深
く
感
銘
を
受
け
、
ま
た
ご
主
人
様

が
吟
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
た
姿
を

思
い
出
さ
れ
、
習

っ
て
み
よ
う
と
思

わ
れ
た
そ
う
で
す
。

コ
ン
ダ
ク
タ
ー

教
室
で
諸
先
輩
の
お
勧
め
も
あ
り
、

入
会
さ
れ
ま
し
た
。

◇
東
陽
町
教
場

三
ッ
丼
　
美
枝
子
さ
ん

（八
月
入
会
）

明
治
生
命
み
ゆ
き
通
営
業
所
の
花

と
し
て
十
余
年
。
今
回
退
職
を
機
に

先
輩
の
太
田
翠
山
さ
ん
の
紹
介
で
、

（自
称
）
ア
バ
ン
チ

ュ
ー
ル
を
求
め
て

入
会
、
静
岡
で
詩
吟
を
や

っ
て
お
ら

れ
る
ご
兄
弟
に
も
奨
め
ら
れ
た
と
か
、

才
色
兼
備
明
朗
な
期
待
の
新
人
。

◇
丸
ノ
内
第
二
教
場

高
松
　
泰
子
さ
ん

（八
月
入
会
）

野
沢
柳
泉
さ
ん
が
，
明
治
生
命
入

社
時
配
属
さ
れ
た
医
務
部
の
先
輩
で
、

学
校
も
先
輩
、
人
の
縁
、
出
会
い
の

不
思
議
さ
を
数
十
年
振
り
の
再
開
で

更
に
深
く
感
じ
、
健
康
増
進
に
も
と

お
勧
め
し
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

空
梅
雨
と
猛
暑
の
夏
、
熱
帯
地
域
並

み
で
し
た
。
全
国
大
会
が
成
功
裡
に
終

り
、
じ

っ
く
り
と
吟
を
磨
く
時
期
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
外

へ
の
新
し
い
動
き

を
注
目
し
ま
し
よ
う
。
ご
寄
稿
の
皆
さ

ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（八
田
）
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